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	1.　はじめに
	平素は本学のFD 活動にご協力いただき感謝申し上げます。2018 年度前期の授業アンケートも無事終了し、その一部をサマリーとしてまとめました。今回は、学生の満足度を上げるための要因を教養科目と専門科目に分けて検討しました。
	2.　実施状況と分析の対象
	はじめに、実施率・回収率をそれぞれ表 1・表 2 に示します。
	3.　まとめ

